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1．はじめに

　現状の GSMaPマ イクロ 波イ メージ ャ （rWI）降水リ ト

リ
ーバルアル ゴリズムは（舶nashi 　 et．　al　 2009）、降水

強度以外の物理量の 剛 1 輝度温度 （TB）へ の影響が無

視で きない
、 弱い 降水域で リトリーバ ル精度が低下す

る。 ：の問題に対処するため、本研究は、酬 11Bか ら、
降水弓鍍 を禽む各種物理量をリ トリ

ーブするアルゴリ

ズム を開発する 。

2．アル ゴリズムの概略
　この アル ゴリズムの基本的考え方は、Bayesの定理に

基づき、階 IIBから物理量の統計的な最尤値を求める
ことである。 本研究1去 物理量の非線形函数である B
を含む非線形最小値問題を解くため、ア ンサ ンブル に

基づ く変分法（EhVA）を採用 した （物理量の第 1稚定値

として 脚 予報または解析値 、 第 1推定値の誤差と し

て EnsaTiOIe予報誤差または統計的な解析誤差を使う）。

　EnVAで TB前方計算に雲・降水を含むと計算が非常に

重た くなる。こ れを避けるため 、 本研究で は、まず雲 ・

降水以外の物理量からの IB前方計算で TB観測直を説

明で きるかに よ っ て、
・
雲降水域を検出する 。 次に 雲 ・

降水域のみで、雲・降水を含む統計的最尤値を求める。
こ のため、本研究の ア ル ゴリズムは 、 雲 ・降水域検出

部分と 、 雲 ・降水を含む物理量リ トリ
ーパル部分か ら

構成される。

　雲 ・降水域検出の蔀分で は 、 雲 ・降水物理量 ・0 を仮

定し、解析変数として、雲 ・降水物理量以外の大気物

理量と地表面状態 （含陸上の地表面射出率）を選択し

た。 そして、thVAが計算した 榊 I　TBの innovat　i　on や

post　fit　residuai を使っ て 、 雲 ・降水域の検出を行な
っ た 。 雲 ・降水を含む物理量リ トリ

ーバル部分では、
雲 ・降 水域 で 、解 析 変 数 と し て 降 水 強度 、
R胤2＝ （qv＋q（川 c　i）／qvsを含む EnVAを実行 した。

一
　我 々 は、上記ア ル ゴ リズム の チ ェ ッ クの ため、沖縄
付近台風事例 （04／6／9／22urc）と冬期温帯低気圧事例

（03／1／27／oas丁C）に つ いて 、… 予報を真値とし（図
1参照）、これか ら計算した 醐 lTBを観測値と した、観

測シス テムシ ミュ レーシ ョ ン実験（〔｝SSDを行なっ た。

　その結果、雲 ・降水域検出部分は、海上で は雲 ・降
水域 （地 上降水域と雲水域 、 上層に降水の ある領域）

を検出するこ とに成功して いるこ とが分か っ た。

一方

陸上 では、雲 t降水域であるのに、晴天域と誤判定さ

れる地点がある こ とが分か っ た（図2参照）。陸上で は、

37GHz以下 の TB の変動が小さく、 85〔則z の B のみ で

雲 ・降水域の判定を行なっ て い る点が殆どである。こ

の ため、雲水や背の低い降水の ある地点では、晴天域

と誤判定されて しまう。 また、降水強度リ トリーバ ル

’

部分は、海上 では観測値に近 い降水強度値をリ トリ
ー

バルする 。

一
方陸上 で は、強雨域ぱ観測値に近い降水

強度値が求められるが 、 弱雨域では、観測値との相対
的な誤差が大きい （図・3参照）。

Ackmwledg  引忙：この研夢田ま」宀XA「第 7回降水ミ ッシ ョ ン科学

研究公募共同研究」「amM研究公募共同研究」の一都である。

図 1 ：冬期温低亭例（03／1／27／04UK》の真値の降氷強度分布
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図 2 ：冬期湯ほ覃例（03〆1〆27／04研   の rw1　B の観測の疑似

デL タか ら本アル ゴ リズム で リ トリーバル した雲 ・降水域

図3 ：冬期温低事例  3／1／27六M 〔爪勃の 剛IB の観測の疑似

ヂータから本アル ゴリズムで リトリ
ー
バル した降水強度分布
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